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Ｂ ＜ 
班 

Ｆ ＜ 
班 

Ｅ 
班 

Ｄ ＜ 
班 

Ｃ ＜ 
班 

Ａ ＜ 
班 

条件をまとめると①最も人数が少ないのがＢ班。②Ａ班とＦ班、Ｂ班とＥ班、Ｃ班とＤ班の人数の合計は

等しい。③Ｃ班とＦ班の人数の合計より、Ａ班とＤ班の人数の合計の方が多い。④Ｅ班とＦ班の人数の合

計は、Ｃ班の人数の２倍に等しい。 

連続する６つの整数の３番目の数を□とすると、各班の人数は、□－２、□－１、□、□＋１、□＋２、

□＋３と表す。 

①より最も人数が少ないＢ班は（□－２）人、②より最も人数が多いのはＥ班で（□＋３）となる。また

④より、Ｅ班とＦ班の人数の合計が、Ｃ班の人数の２倍に等しいということは、Ｅ班が最も多いことが分

かっているので、Ｃ班はＦ班より人数が多いことが分かる。 

次に、Ｅ班とＦ班の人数の合計が、Ｃ班の人数の２倍なので、Ｅ班とＦ班の人数を足すと偶数になる。Ｅ

班は（□＋３）人なので、Ｆ班は（□－１）人か（□＋１）人になる。 

Ｆ班が（□＋１）人だとすると、Ｃ班は（□＋２）人になるが、③の条件に矛盾するのでＦ班は（□＋１）

ではない。よってＦ班は（□－１）人となる。そしてＣ班は（□＋１）人と分かる。②より、Ａ班とＦ班、

Ｃ班とＦ班の人数の合計は等しいので、Ａ班が（□＋２）人。Ｄ班が□人となる。 
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３㎝ 

３㎝ 

３㎝ 

３㎝ 

４㎝ ４㎝ ４㎝ 

図のように、はば４㎝、高さ３㎝の階段状

に切り、右下へスライドさせると、たて９

㎝、横１６㎝の長方形になる。 
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２，４，６，８，１０ 
奇数＋偶数は奇数なので、１から１０までの和、差の結果は

奇数になる。次のように、１，３，５，７，９になる。 

１＋２＋３＋４＋５＋６＋７－８－９－１０＝１ 

１＋２＋３＋４＋５＋６－７＋８＋９－１０＝３ 

１＋２＋３＋４＋５＋６－７－８＋９－１０＝５ 

１＋２＋３＋４＋５－６＋７－８＋９－１０＝７ 

１＋２＋３＋４－５＋６＋７－８＋９－１０＝９ 

つまり、２，４，６，８，１０ができない数である。 
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１９１ 
１回の操作につき、カードの数の合計は１減るので１９回行うと

１～２０の和から１９減る。 

１＋２＋・・・＋２０＝２１０より、２１０－１９＝１９１ 
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んけんの勝ち

けたほうは枚
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負は勝ち 
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負は負け 
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結果は下の表
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ります。 

＝１６２㎠ と

２÷３６＝９

ＣＤの面積は

形ＡＢＣＤの

６２㎠ 

部屋の広さ

も５分間か

どもがいれ

０ １

２ ４８
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枚数が半分に

じゃんけん
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た直後の枚数
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５回目の結果

表のようにな
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れば１００分

２ 

５６ 

８ 

インの枚数が

になり、勝っ

んが終わった

数の多い方 

今の枚数から

数の少ない方

今の枚数を２

果から順次さ

なります。 

の

長

ら１００㎡に

分間に２０倍

分間でそうじ

３ 

２８ 

３６ 

がどう変化す

ったほうは負

た時点で、勝

ら相手の今の

方 

２倍にする。

さかのぼって

（ア） 
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